
大学入試数学の考え方と解法 漸化式パターン 7 part1

2007年 成蹊大

初項が a1 = 1 で漸化式 an+1 = n+ 1
2n

an (n = 1, 2, 3, · · · ) によって定められた数列 {an} の

一般項は an = である。このとき an − an+1 = であるので，この数列は n ŕ 2 に対

して an+1 = an − × an−1 という漸化式を満たす。
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2009年 立命館大

a1 = 1, an+1 =
(
1 + 2

n

)
an (n ≧ 1) をみたす数列 {an} がある。この数列の一般項を求める

と an = である。
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2015年 滋賀県立大

数列 {an} とその階差数列 {bn} に対して，

a1 = 1,
an
n

= (3n− 2)bn−1 (n = 2, 3, · · · )

が成り立っているとする。

(1) {an} の一般項を求めよ。

(2) 極限 lim
n→∞

n∑
k=1

bk を求めよ。
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2010年 同志社大

次の問いに答えよ。

(1) 数列 {an} は a1 = 1, an = n− 1
n+ 1

an−1 (n ≧ 2) をみたしている。{an} の一般項を n を用

いて表せ。

(2) 数列 {bn} は b1 = 1, bn = n2 + n+ 1
n2 − n+ 1

bn−1 (n ≧ 2) をみたしている。{bn} の一般項を n を

用いて表せ。

(3) 数列 {cn} は c1 = 1, cn = n3 − 1
n3 + 1

cn−1 (n ≧ 2) をみたしている。{cn} の一般項を n を用

いて表せ。

(4) 上の (3)の数列 {cn} に対し，Sn =

n∑
k=1

ck を n を用いて表せ。
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